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セグメント情報
１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が
入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に
行う対象となっているものであります。
　当社グループは、主として国内において、きらやか銀行及び仙台銀行が行う銀行業務を中
心に、連結子会社等においてリース業務、クレジットカード業務、コンサルティング業務及
びベンチャーキャピタル業務並びに事務受託業務等を行っております。
　当社グループは、銀行業務は「銀行業」を報告セグメントに、リース業務は「リース業」
を報告セグメントとしております。また、連結子会社等が行うクレジットカード業務、コン
サルティング業務及びベンチャーキャピタル業務並びに事務受託業務等は、その金額の全体
に対する重要性を考慮し「その他」に含めております。「銀行業」は主に預金業務、貸出業
務、為替業務、有価証券投資業務等を行っており、「リース業」は、主に機械・器具備品等
のリース取引を行っております。

 

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方
法
　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本
となる重要な事項」における記載と同一であります。
　報告セグメントの利益は経常利益であります。また、セグメント間の内部経常収益は、第
三者間取引価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する
情報

（単位：百万円）
2020年９月期

（2020年4月 1 日から
2020年9月30日まで）

報告セグメント
その他 合計 調整額

中間連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 17,855 3,102 20,958 390 21,348 △19 21,329
セグメント間の内部経常収益 186 30 216 229 445 △445 ―
計 18,041 3,132 21,174 620 21,794 △465 21,329
セグメント利益 1,341 173 1,515 76 1,592 △172 1,419
セグメント資産 2,653,735 17,534 2,671,270 41,353 2,712,623 △45,738 2,666,885
セグメント負債 2,545,432 10,882 2,556,314 39,219 2,595,534 △41,545 2,553,989
その他の項目
減価償却費 654 3 658 7 666 ― 666
資金運用収益 14,577 0 14,578 69 14,647 △164 14,483
資金調達費用 181 40 222 5 227 △16 210
持分法投資利益 ― ― ― 14 14 ― 14
持分法適用会社への投資額 ― ― ― 129 129 ― 129
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 596 0 597 0 597 ― 597

 
(注) １．一般企業の売上高、受取利息、支払利息に代えて、それぞれ経常収益、資金運用収

益、資金調達費用を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と
中間連結損益計算書の経常収益額との差異について記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジ
ットカード業、コンサルティング業、ベンチャーキャピタル業及び事務受託業等を含
んでおります。

３．調整額は以下の通りです。
⑴　外部顧客に対する経常収益の調整額△19百万円は、「銀行業」及び「リース業」

の貸倒引当金戻入額の調整です。
⑵　セグメント利益の調整額△172百万円は、セグメント間消去△148百万円、のれ

んの償却△24百万円等です。
⑶　セグメント資産の調整額△45,738百万円は、セグメント間消去△45,762百万円

及びのれんの未償却残高24百万円です。
⑷　セグメント負債の調整額△41,545百万円は、セグメント間消去です。
⑸　資金運用収益の調整額△164百万円は、セグメント間消去です。
⑹　資金調達費用の調整額△16百万円は、セグメント間消去です。

４．セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

（単位：百万円）
2021年９月期

（2021年4月 1 日から
2021年9月30日まで）

報告セグメント
その他 合計 調整額

中間連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 16,278 3,167 19,446 368 19,814 △2 19,812
セグメント間の内部経常収益 224 28 252 232 485 △485 ―
計 16,503 3,195 19,699 601 20,300 △488 19,812
セグメント利益 2,376 121 2,497 82 2,579 △184 2,395
セグメント資産 2,699,850 18,736 2,718,587 36,823 2,755,410 △41,547 2,713,862
セグメント負債 2,588,833 11,526 2,600,360 34,771 2,635,131 △37,380 2,597,751
その他の項目
減価償却費 661 4 666 9 675 ― 675
資金運用収益 13,222 0 13,222 59 13,281 △200 13,081
資金調達費用 121 38 160 4 165 △16 148
持分法投資利益 ― ― ― 10 10 ― 10
持分法適用会社への投資額 ― ― ― 129 129 ― 129
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 495 1 497 1 498 ― 498

 
(注) １．一般企業の売上高、受取利息、支払利息に代えて、それぞれ経常収益、資金運用収

益、資金調達費用を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と
中間連結損益計算書の経常収益額との差異について記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジ
ットカード業、コンサルティング業、ベンチャーキャピタル業及び事務受託業等を含
んでおります。

３．調整額は以下の通りです。
⑴　外部顧客に対する経常収益の調整額△２百万円は、「銀行業」及び「リース業」

の貸倒引当金戻入額の調整です。
⑵　セグメント利益の調整額△184百万円は、セグメント間消去等です。
⑶　セグメント資産の調整額△41,547百万円は、セグメント間消去です。
⑷　セグメント負債の調整額△37,380百万円は、セグメント間消去です。
⑸　資金運用収益の調整額△200百万円は、セグメント間消去です。
⑹　資金調達費用の調整額△16百万円は、セグメント間消去です。

４．セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

リスク管理債権額（連結） （単位：百万円）

2020年9月期 2021年9月期
破綻先債権額 665 1,583
延滞債権額 32,719 38,282
３カ月以上延滞債権額 ― ―
貸出条件緩和債権額 5,525 6,210
合計 38,910 46,076
(注) １．破綻先債権とは、未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（1965年政令第97号）第96条第１項第３号イから

ホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
２．延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金の未収利息の収益計上基準については、資産の自己査定の結果に基づき、「破綻先」、「実質破綻先」及び「破綻懸念先」に対する貸出金の未収利息を税法基準に拘わらず不計上としております。
４．３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。
５．貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延

滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。
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